












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Spezial, Nr.1, 2003, 8）。一方，軍事史家のH.ボーグは民間人に限定して40万
人以上とやや控えめに見積もり，フリードリヒは人数は明確ではないと断っ
た上で，民間人で42万人から57万人の範囲だったという他の研究の数字
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